
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
都
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
、
従
来
の
災
害

の
概
念
に
収
ま
ら
な
い
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
、
震
源

か
ら
遠
く
離
れ
た
都
内
で
も
、
地
盤
の
液
状
化
や
大
量
の

帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
や
計
画
停

電
の
実
施
な
ど
に
よ
り
様
々
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
我
が
国
の
景
気

に
深
刻
な
影
を
落
と
し
、
記
録
的
な
円
高
な
ど
の
影
響
も

受
け
て
困
窮
を
極
め
て
い
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

雇
用
情
勢
も
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

都
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
「
東
京
緊
急
対
策

２
０
１
１
」
を
策
定
し
、
被
災
者
支
援
や
産
業
の
再
生
な

ど
首
都
東
京
と
し
て
直
ち
に
な
す
べ
き
緊
急
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
取
組
を
通
じ
、
今
回
の
教
訓
を
重
く

受
け
止
め
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
首
都
直
下
地

震
な
ど
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
世
界
の
「
範
」
と
な
る
成
熟
し
た
都
市
東
京

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
防
災
対
策
や
景
気
対
策
の
み
な

ら
ず
、
環
境
や
医
療
対
策
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
副
議
長
と
し
て
、
全
議
員
が
英
知
を
結
集
し
、

党
派
を
超
え
た
総
合
力
で
、
東
京
の
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
着
実
に
解
決
す
べ
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
都
議
会
の
活
動
に
大
い
に
ご
期
待
を
い
た
だ

き
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
都
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る
く
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
第
４
回
東
京
都
議
会
定
例
会
で
第
44
代
東
京

都
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
全
力

を
傾
け
て
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
未
曾
有
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
都
内
で
も
建
物
等
へ
の
直
接
的
な
被
害

に
加
え
、
交
通
機
関
等
の
混
乱
や
通
信
の
障
害
等
が
発
生

し
、
多
数
の
帰
宅
困
難
者
が
徒
歩
で
帰
宅
し
た
り
、
都
内

の
公
共
施
設
等
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画

停
電
の
実
施
に
よ
り
医
療
や
介
護
現
場
に
も
影
響
が
生
じ
、

そ
の
後
も
、
農
産
物
等
の
出
荷
制
限
や
電
力
使
用
制
限
が

発
せ
ら
れ
る
な
ど
、
都
民
生
活
へ
の
影
響
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
６
月
に
は
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺

産
へ
の
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
、
東
京
都
が
正
式
に
立
候

補
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
長
引
く
不
況
や
記
録
的
な
円
高
等
の
影
響
で
、

中
小
企
業
や
雇
用
情
勢
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

待
機
児
童
や
児
童
虐
待
等
の
問
題
も
引
き
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
猛
暑
等
に
よ
る
熱
中
症
や
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
道

路
冠
水
等
の
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

都
議
会
で
は
、
都
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
防
災
対
策
、
雇
用
・
中
小
企
業
対
策
、
子
育

て
支
援
、
医
療
対
策
、
豪
雨
対
策
、
環
境
の
保
全
な
ど
、

東
京
の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
課
題
の
解
決
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
都
議
会
は
執
行
機
関
と

対
等
な
関
係
・
立
場
で
真し

ん

摯し

に
議
論
し
、
解
決
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
に
は
、
都
議
会
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　

中
村　

明
彦

東
京
都
議
会
議
長

と
も
と
し 

春
久

東
京
都
議
会
副
議
長

高尾山から望む初日の出高尾山から望む初日の出
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
沢　
　

昇

（
江
東
区
）

財
政

興
津　

秀
憲

（
北
多
摩
第
二
）

○
経
港
、
防
特

小
山 

く
に
ひ
こ

（
府
中
市
）

都
市
、
招
致

石
毛  

し
げ
る

（
西
東
京
市
）

環
建

西
岡  

真
一
郎

（
小
金
井
市
）

政
策
調
査
会
長
代
行

△
財
政
、
議
運

し
の
づ
か　

元

（
南
多
摩
）

総
務
、
防
特

新
井 

と
も
は
る

（
日
野
市
）

○
公
企

今
村  

る
か

（
町
田
市
）

◎
文
教

島
田　

幸
成

（
西
多
摩
）

政
策
調
査
会
副
会
長△

文
教

斉
藤  

あ
つ
し

（
小
平
市
）

厚
生

佐
藤  

広
典

（
北
多
摩
第
一
）

副
幹
事
長
（
筆
頭
）

経
港

山
下  

よ
う
こ

（
青
梅
市
）

副
幹
事
長

公
企

大
西  

さ
と
る

（
足
立
区
）

幹
事
長
代
行

総
務
、
議
運
、
△
招
致

滝
沢　

景
一

（
八
王
子
市
）

○
都
市

佐
藤　

由
美

（
葛
飾
区
）

○
総
務

松
下  
玲
子

（
武
蔵
野
市
）

◎
厚
生

笹
本  

ひ
さ
し

（
江
戸
川
区
）

△
環
建

伊
藤  

ま
さ
き

（
葛
飾
区
）

◎
経
港

酒
井  

大
史

（
立
川
市
）

政
策
調
査
会
長

△
警
消
、
○
議
運

田
の
上 

い
く
こ

（
江
戸
川
区
）

政
策
調
査
会
副
会
長△

厚
生

中
村  

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

○
環
建
、
招
致

吉
田  

康
一
郎

（
中
野
区
）

政
策
調
査
会
副
会
長△

総
務

神
野　

吉
弘

（
品
川
区
）

経
港

関
口　

太
一

（
世
田
谷
区
）

政
策
調
査
会
副
会
長△

都
市

伊
藤　

ゆ
う

（
目
黒
区
）

政
策
調
査
会
副
会
長
（
筆
頭
）

△
経
港

大
津　

浩
子

（
渋
谷
区
）

環
建

柳
ヶ
瀬　

裕
文

（
大
田
区
）

厚
生

馬
場　

裕
子

（
品
川
区
）

団
長

○
財
政
、
◎
防
特

山
口　
　

拓

（
世
田
谷
区
）

○
警
消
、
◎
招
致

田
中　
　

健

（
大
田
区
）

都
市
、
防
特

西
沢 

け
い
た

（
中
野
区
）

△
文
教
、
招
致

鈴
木　

勝
博

（
足
立
区
）

総
務
会
副
会
長

財
政

門
脇 

ふ
み
よ
し

（
杉
並
区
）

政
策
調
査
会
長
代
行

△
公
企
、
議
運

く
ま
き 
美
奈
子

（
板
橋
区
）

警
消

原
田　
　

大
（
北
区
）

総
務
会
副
会
長
（
筆
頭
）

環
建

野
上  

ゆ
き
え

（
練
馬
区
）

文
教

た
き
ぐ
ち 　
学

（
荒
川
区
）

厚
生
、
防
特

泉
谷 

つ
よ
し

（
豊
島
区
）

◎
都
市

中
谷　

祐
二

（
練
馬
区
）

公
企

和
田　

宗
春

（
北
区
）

総
務

淺
野　

克
彦

（
練
馬
区
）

財
政
、
招
致

田
中  

た
け
し

（
品
川
区
）

総
務
会
長
代
行

財
政

尾
崎  

大
介

（
北
多
摩
第
三
）

政
策
調
査
会
長
代
行

△
環
建
、
議
運

山
下  

太
郎

（
北
多
摩
第
四
）

幹
事
長

警
消
、
◎
議
運

鈴
木　

隆
道

（
目
黒
区
）

幹
事
長
代
行

財
政
、
議
運
、
招
致

村
上　

英
子

（
渋
谷
区
）

○
文
教

神
林　
　

茂

（
大
田
区
）

副
幹
事
長

△
都
市

早
坂　

義
弘

（
杉
並
区
）

◎
公
企
、
防
特

三
宅　

茂
樹

（
世
田
谷
区
）

総
務
、
防
特

鈴
木　

章
浩

（
大
田
区
）

◎
財
政

川
井  

し
げ
お

（
中
野
区
）

幹
事
長
代
理

公
企
、
△
議
運
、
招
致

鈴
木 

あ
き
ま
さ

（
大
田
区
）

政
務
調
査
会
長

△
経
港
、
議
運

小
宮  

あ
ん
り

（
杉
並
区
）

副
幹
事
長

環
建

い
の
つ
め 

ま
さ
み

（
新
宿
区
）

総
務
会
長
代
行

公
企
、
△
防
特

く
り
し
た 

善
行

（
千
代
田
区
）

文
教

中
村　

明
彦

（
台
東
区
）

警
消

大
塚 

た
か
あ
き

（
港
区
）

総
務
会
長

財
政
、
△
議
運

増
子　

博
樹

（
文
京
区
）

幹
事
長
代
行

厚
生
、
△
議
運
、
○
防
特

岡
田 

眞
理
子

（
中
央
区
）

経
港

小
沢　

昌
也

（
墨
田
区
）

総
務
会
長
代
行

文
教
、
△
議
運
、
○
招
致

都
議
会
民
主
党

都
議
会
民
主
党

50人50人

中
屋　

文
孝

（
文
京
区
）

○
総
務
、
防
特

桜
井　

浩
之

（
墨
田
区
）

総
務
会
副
会
長

○
環
建

吉
住　

健
一

（
新
宿
区
）

副
幹
事
長

○
厚
生

服
部  

ゆ
く
お

（
台
東
区
）

総
務
、
○
防
特

き
た
し
ろ 

勝
彦

（
港
区
）

経
港

山
﨑　

一
輝

（
江
東
区
）

政
務
調
査
会
副
会
長○

経
港

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

　
　

自
由
民
主
党

　
　

自
由
民
主
党
38人38人

都
議
会
議
員

都
議
会
議
員

一
覧
一
覧

平
成
23
年
12
月
15
日
現
在

（
会
派
等
別
）

（
会
派
等
別
）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
野　

利
明

（
三
鷹
市
）

△
警
消
、
○
招
致

高
木　

け
い

（
北
区
）

文
教
、
△
議
運

宇
田
川  

聡
史

（
江
戸
川
区
）

政
務
調
査
会
長
代
行

△
財
政
、
議
運

髙
橋  

か
ず
み

（
練
馬
区
）

△
環
建
、
△
招
致

石
森 

た
か
ゆ
き

（
八
王
子
市
）

○
都
市

三
原 

ま
さ
つ
ぐ

（
足
立
区
）

△
厚
生

菅　
　

東
一

（
板
橋
区
）

◎
警
消

田
島　

和
明

（
江
戸
川
区
）

総
務

山
加　

朱
美

（
練
馬
区
）

△
厚
生

宮
崎　
　

章

（
立
川
市
）

幹
事
長

警
消
、
○
議
運

三
宅　

正
彦

（
島
部
）

政
務
調
査
会
副
会
長

経
港

栗
林  

の
り
子

（
世
田
谷
区
）

総
務

た
ぞ
え  

民
夫

（
世
田
谷
区
）

政
策
調
査
副
委
員
長

○
財
政
、
招
致

野
上　

純
子

（
葛
飾
区
）

副
幹
事
長

文
教
、
△
招
致

東
村　

邦
浩

（
八
王
子
市
）

政
務
調
査
会
長

○
警
消
、
△
議
運

谷
村　

孝
彦

（
北
多
摩
第
一
）

筆
頭
副
幹
事
長

都
市

上
野　

和
彦

（
江
戸
川
区
）

◎
環
建

小
磯　

善
彦

（
町
田
市
）

政
務
調
査
会
長
代
行

経
港
、
議
運

野
島　

善
司

（
北
多
摩
第
四
）

厚
生

比
留
間  

敏
夫

（
府
中
市
）

警
消

林
田　
　

武

（
西
多
摩
）

都
市

高
橋　

信
博

（
小
平
市
）

政
務
調
査
会
副
会
長

△
公
企
、
招
致

野
田  

か
ず
さ

（
北
多
摩
第
一
）

文
教

山
田　

忠
昭

（
西
東
京
市
）

環
建

吉
原　
　

修

（
町
田
市
）

総
務
会
長

総
務
、
議
運
、
△
防
特

こ
い
そ　

明

（
南
多
摩
）

環
建

古
賀　

俊
昭

（
日
野
市
）

文
教

遠
藤　
　

衛

（
北
多
摩
第
三
）

都
市

と
も
と
し 

春
久

（
足
立
区
）

議
員
団
顧
問

厚
生

中
嶋　

義
雄

（
世
田
谷
区
）

幹
事
長

警
消
、
○
議
運

鈴
木  

貫
太
郎

（
荒
川
区
）

副
議
員
団
長

公
企

松
葉  

多
美
子

（
杉
並
区
）

環
建
、
△
防
特

小
林　

健
二

（
練
馬
区
）

厚
生

大
松  

あ
き
ら

（
北
区
）

副
政
務
調
査
会
長

△
文
教

高
倉　

良
生

（
中
野
区
）

△
経
港

橘　
　

正
剛

（
板
橋
区
）

副
幹
事
長△

都
市
、
○
防
特

長
橋　

桂
一

（
豊
島
区
）

幹
事
長
代
行○

公
企
、
議
運

中
山　

信
行

（
足
立
区
）

副
政
務
調
査
会
長

△
財
政

矢
島　

千
秋

（
豊
島
区
）

公
企

伊
藤　

興
一

（
品
川
区
）

△
総
務
、
招
致

吉
倉　

正
美

（
新
宿
区
）

◎
総
務

藤
井　
　

一

（
大
田
区
）

副
議
員
団
長警

消
、
○
招
致

木
内　

良
明

（
江
東
区
）

議
員
団
長

経
港

斉
藤 

や
す
ひ
ろ

（
目
黒
区
）

都
市

加
藤　

雅
之

（
墨
田
区
）

財
政
、
防
特

遠
藤　
　

守

（
大
田
区
）

副
政
務
調
査
会
長

○
厚
生

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

23人23人

畔
上  

三
和
子

（
江
東
区
）

文
教

大
山  

と
も
子

（
新
宿
区
）

幹
事
長

厚
生
、
議
運

か
ち  

佳
代
子

（
大
田
区
）

環
建

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

東
京
都
議
会
議
員
団
8人8人

吉
田　

信
夫

（
杉
並
区
）

団
長

△
総
務
、
防
特

西
崎　

光
子

（
世
田
谷
区
）

幹
事
長

△
公
企
、
議
運
、
防
特

大
島  

よ
し
え

（
足
立
区
）

都
市

山
内  

れ
い
子

（
北
多
摩
第
二
）

○
文
教
、
招
致

古
館　

和
憲

（
板
橋
区
）

△
警
消

星　

  

ひ
ろ
子

（
昭
島
市
）

政
務
調
査
会
長

総
務

清
水  

ひ
で
子

（
八
王
子
市
）

政
策
調
査
委
員
長

経
港
、
議
運

都
議
会
生
活
者

都
議
会
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
み
ら
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
み
ら
い
3人3人

福
士　

敬
子

（
杉
並
区
）

財
政

無
所
属

無
所
属

　
　
（
自
治
市
民

　
　
（
自
治
市
民
'93'93
））1人1人

土
屋 

た
か
ゆ
き

（
板
橋
区
）

警
消

相
川　
　

博

（
八
王
子
市
）

公
企

無
所
属

無
所
属

（（
八
王
子
活
性
化
研
究
会

八
王
子
活
性
化
研
究
会
））1人1人

無
所
属

無
所
属

（（
都
議
会
日
本
創
新
党

都
議
会
日
本
創
新
党
））
1人1人

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議

員
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
対
し
、
年
賀
状
等
の
あ
い

さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
は
除
く
。）を
出
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
お
知
ら
せ
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東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
、
今
な
お
大
地
に
、
そ

し
て
私
た
ち
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
岩
手
、

宮
城
、
福
島
三
県
を
始
め
と
し
た
被
災
地
の
皆
さ
ま

と
共
に
、
東
日
本
復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

　

同
時
に
こ
の
東
京
も
、
震
災
や
津
波
、
豪
雨
災
害

に
打
ち
勝
つ
安
心
・
安
全
の
東
京
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
様
々
な
手
法
を
駆

使
し
て
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
整
備
を
進
め
る
安
心

の
街
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
個
々

の
建
築
物
、
住
宅
の
耐
震
改
修
も
積
極
的
に
支
援
し
、

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、
私
た
ち
が
提
出
し
、
可
決
・
成
立
し
た
省

エ
ネ
条
例
に
基
づ
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
供
給
の
確
保
は
、
当
面
の
対
策

と
共
に
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
を
始
め
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
２
月
に
は
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
招
致
に
向
け
た
「
申
請
フ
ァ
イ
ル
」
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に

提
出
し
、
具
体
的
な
招
致
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
＝
無
駄
な
公
共
事
業
と
と
る
向

き
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
求
め
て
い
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
は
、
そ
の
よ
う
な
20
世
紀
型
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
競

技
施
設
も
既
存
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
上
で
東
京
が
、
自
然
と
共
生
し
世
界
最
先
端
の

機
能
を
持
っ
た
成
熟
し
た
都
市
と
し
て
、
そ
し
て
、

都
民
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
の
中
で
そ
の
能
力
を
十
二

分
に
発
揮
で
き
る
都
市
と
し
て
、
そ
の
魅
力
を
発
信

し
、
世
界
の
誰
も
が
一
度
は
訪
れ
た
い
都
市
と
し
て

い
く
こ
と
が
、
21
世
紀
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
の
一
日

も
早
い
復
興
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
づ
く
り
、
福
祉

社
会
の
充
実
も
そ
の
一
環
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
に
今

年
も
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

や
歴
史
的
な
円
高
な
ど
、
外
部
環
境
の
激
変
が
追
い

打
ち
と
な
り
、
未
だ
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
協
議
参
加

表
明
は
、
国
内
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
閉
塞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
都
議
会

公
明
党
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
都
民
生
活
や
産
業
施

策
の
充
実
を
図
り
、
東
京
が
日
本
の
再
生
を
力
強
く

け
ん
引
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
力
強
化
で
は
、

帰
宅
困
難
者
対
策
や
津
波
・
高
潮
対
策
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
の
不
燃
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
小
企
業
支
援
で
は
、
制
度
融
資
な
ど
の
金
融
支

援
の
ほ
か
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
の
海
外

販
路
開
拓
支
援
な
ど
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
若
年
者
や
中

高
年
へ
の
継
続
的
な
就
職
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

福
祉
分
野
で
は
、
医
療
、
介
護
、
障
が
い
者
支
援

や
子
育
て
対
策
に
加
え
、
里
親
支
援
の
拡
充
や
発
達

障
が
い
の
子
ど
も
の
教
育
の
充
実
な
ど
、
現
場
の
実

情
を
踏
ま
え
、
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

都
議
会
公
明
党
は
、
本
年
も
現
場
第
一
で
、
都
民

の
安
全
・
安
心
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
、
あ
ら
た
め

て
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
都
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
東
京
が
都
市

と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
東
京
を
高
度
防
災
都
市

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
木
造
住
宅
密

集
地
域
の
解
消
、
高
潮
や
津
波
対
策
、
緊
急
時
輸
送

道
路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対

策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
連
絡
の
確

保
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
、
物
資
の
備
蓄
、
電
力

や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
、
帰
宅
困
難
者
対
策

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
回
復
の
歩
み
は
遅

く
、
さ
ら
に
急
激
な
円
高
に
よ
っ
て
都
内
の
中
小
企

業
は
厳
し
い
経
営
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
産
業

の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
東
京
の
産
業
を
守
る

た
め
、
中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
し
、
産
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
雇
用
環
境
が
厳
し

い
た
め
、
若
年
者
を
中
心
に
就
業
対
策
を
進
め
ま
す
。

全
力
で
景
気
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
、
人
口
も
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
東
京
の
活
力
を
守
る
た
め
に
も
、

医
療
、
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
少
子
高
齢
化

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
子

供
た
ち
に
、
夢
を
与
え
、
世
界
に
震
災
か
ら
の
日
本

の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
招

致
を
全
力
を
挙
げ
て
実
現
し
ま
す
。

　

今
年
も
都
民
の
皆
様
が
安
心
と
安
全
を
実
感
で
き
、

活
力
あ
る
東
京
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
か
月
。
都
民
の
住
宅
の
耐

震
・
不
燃
化
へ
大
幅
な
助
成
を
お
こ
な
い
、
地
震
、

津
波
に
強
い
防
災
都
市
へ
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

放
射
能
対
策
は
、
皆
さ
ん
の
世
論
と
運
動
で
進
ん

だ
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
内
部
被ひ

曝ば
く

を

防
ぐ
た
め
に
、
給
食
食
材
は
も
と
よ
り
、
よ
り
多
く

の
食
品
検
査
を
実
施
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
食

品
や
土
壌
な
ど
の
独
自
検
査
を
含
め
、
子
ど
も
達
や

妊
婦
を
守
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
め
ま
す
。

　

原
発
ゼ
ロ
の
実
現
の
た
め
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
据
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
振
興

と
雇
用
の
拡
大
を
大
き
く
伸
ば
す
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
国
保
料
の
軽
減
や
保
育
の
水
準
と
量
を
拡
充
す

る
な
ど
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
五
輪
招
致

を
口
実
に
、
１
ｍ
１
億
円
も
の
外
環
道
や
巨
大
港
湾

建
設
に
、
莫
大
な
財
源
を
つ
ぎ
こ
ん
で
い
る
場
合
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
の
使
い
方
を
変
え
、
都
民
の

命
と
く
ら
し
を
守
る
都
政
へ
と
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、

景
気
に
燭

し
ょ
っ

光こ
う

が
見
え
始
め
た
矢
先
、
東
日
本
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
た
わ
が
国
経
済
は
、
欧
州
の
金
融
不
安

困
難
を
乗
り
越
え
て

　
　
　
　
　

新
た
な
東
京
へ

山
下　

太
郎

幹
事
長
都
議
会
民
主
党

都
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

活
力
あ
る
東
京
の
実
現
に
向
け
て

宮
崎　
　

章

幹
事
長

東
京
都
議
会

　
　
　

自
由
民
主
党

都
民
生
活
の
向
上
に
全
力
尽
く
し

　

東
京
を
日
本
経
済
の
け
ん
引
力
に

中
嶋　

義
雄

幹
事
長
都
議
会
公
明
党

く
ら
し
・
福
祉
・
命
を
守
る
都
政
に

大
き
く
踏
み
出
す
年
に 大

山  

と
も
子

幹
事
長

日
本
共
産
党

　

東
京
都
議
会
議
員
団

わ
が
会
派

わ
が
会
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「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは

「都議会だより」配布場所と定期読者募集のお知らせ

都が処理すべき分野は広範囲にわたっており、これに伴って、議会が審議する議案の件数も多くなっています。
都議会が、限られた会期の中で多くの議案や請願・陳情を審議するには、本会議だけでは十分ではありません。
そのため、本会議の議決に先立って、専門的かつ詳細に審査する委員会を設置しています。
なお、委員会では、閉会中も請願・陳情の審査や所管事項の調査などを行っています。

　「都議会だより」は年５回発行しており、新聞折込で配布するほか、都の施設
や区市町村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内、公共機関窓口などにも置いてあ
ります。また、都議会ホームページでもご覧になれます。
　このたび、上記方法で入手困難な方のため、24年４月から１年間「都議会だよ
り」を郵送でお届けする定期読者を募集いたします。
　募集期間や申込方法等は次のとおりです。

常設されている委員会で、付託された議案や請願・陳情を審査します。また、所管する事
項について、調査を行います。現在は、条例によって九つの常任委員会が設置されており、
議員はこのうちどれか一つに所属しています。

●常任委員会………

各会派の代表者などで構成されており、議会の運営方法などについて協議しています。●議会運営委員会…

必要に応じて、特定の事件を審査するため本会議の議決により、臨時に設置される委員会
です。予算の審査を目的とする予算特別委員会や、決算を審査するための各会計及び公営
企業会計の二つの決算特別委員会は、毎年設置されるのが通例となっています。

●特別委員会………

ホームページアドレス

http://www.gikai.metro.tokyo.jp/

都議会ホームページのご案内
都議会では、インターネットによる都議会情報の提
供を行っています。また、メールマガジンの配信や
モバイル版ホームページでも情報提供しています。
どうぞご活用ください。

東京都議会 検索または、検索サイトで を してください。

◉都議会の紹介 ◉議長の活動
◉議員名簿 ◉本会議・委員会の予定
◉会議録検索 ◉提出議案と議決結果
◉傍聴・見学
◉ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継（ﾗｲブ・録画）
◉みんなの都議会（ｷｯズペｰジ）

主な
掲載内容

＜問い合わせ先＞　都議会広報課　☎０３－５３２０－７１２６
 （申込先・問い合わせ先）　〒163-8001 新宿区西新宿２－８－１　
  都議会広報課　電話０３（５３２０）７１２６　ＦＡＸ０３（５３８８）１７７９

【募集期間】
【申込方法】

【郵送時期】

１月４日～２月２９日
①送り先の住所・氏名を記載した返信用封筒（長３：120ミリ×235ミ
リ）を５枚準備し、そのうち４枚に80円切手を、残りの１枚に90
円切手を貼ってください。

②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先
にお送りください。

４月下旬、７月下旬、１１月上旬、２５年１月上旬、１月下旬
※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。

2月22日  開会（本会議）

28日 代表質問（本会議）

29日・3月1日 一般質問（本会議）

5日・6日 常任委員会審査

8日 一部議案の議決（本会議）

（予算特別委員会審査）

16日～22日  常任委員会審査

（予算特別委員会審査）

29日 閉会（本会議）

都議会提供テレビ番組のお知らせ

未来へ！ 希望あふれる東京
～東京都議会議長・副議長にきく～

都議会議長・副議長が、都政の課題や今年の抱
負などについて、ゲストを交えて語ります。

1月10日(火)　１0：００～１0：２５

テレビ東京（地上デジタル放送７ｃｈ）

都議会広報課放送係  電話０３－５３２０－７１２４
＜問い合わせ先＞  

ＴＯＫＹＯ ＭＸ（地上デジタル放送9ｃｈ）
で本会議の模様を生中継・ダイジェスト
で放送します。

「都議会だより」11月19日発行（№294）２面に掲載
いたしました一般質問（要旨）中、松下玲子議員（民
主党）の表題の一部について「自然の脅威」とすべき
ところを「自然の驚異」としてしまいました。お詫び
申し上げますとともに、訂正いたします。

訂正とお詫び

◎「都議会だより」は点字版・テープ版も発行しています。ご希望の方は、都議会広報課☎03（5320）7126へご連絡ください。

知事本局
青少年・治安対策本部
総務局 
人事委員会
選挙管理委員会
監査委員

委員会名

所管局

財務局
主税局
会計管理局
収用委員会

生活文化局
スポーツ振興局
教育委員会

都市整備局 福祉保健局
病院経営本部

産業労働局
中央卸売市場
港湾局
労働委員会

環境局
建設局

交通局
水道局
下水道局

公安委員会
（警視庁）
消防庁

財政委員会 文教委員会 都市整備委員会 厚生委員会 経済・港湾委員会 環境・建設委員会 公営企業委員会 警察・消防委員会総務委員会
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